
　国内では，約7770万 kW（2022年 6月末時点）という再生可能エネルギー（太
陽光発電，風力発電，中小水力，地熱，バイオマス）の導入が進められ，2050
年のカーボンニュートラル実現に向けて，さらなる導入拡大が期待されてい
る．第 5次エネルギー基本計画（平成30年 7月）においては，再生可能エネル
ギーは2030年頃までには主力電源化に位置付けるように記され，さらに第 6次
エネルギー基本計画（令和 3年10月）においては，国産エネルギー源として主
力電源化の徹底と再生可能エネルギー最優先の原則として最大限の導入を促し
ていくとされている．それに伴い，電力取引や市場の設計，様々な制度の整備，
改訂も進められている．
　その中で，新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）や科学技術振興
機構（JST）の戦略的創造研究推進事業（CREST）などの大型の研究プロジェ
クトも実施され，多くの気象事業者や研究者がこれに参加し，エネルギー分野
での気象技術の活用について研究開発，議論がなされてきた．
　気象データが再生可能エネルギー分野における研究，社会実装においてどのような利活用が検討されてい
るのか，2023年現在の状況を述べておくことが大事であると感じている．電力・エネルギー分野の研究開発
のスピードは非常に速く，10年後には全く異なったシステムになっている可能性もある．気象データを電
力・エネルギー分野の事業者や研究者に活用してもらい，新たなサービスやシステム構築につなげる取り組
みが加速してくるであろう．
　本書では，そのようなプロジェクト研究の中で得られた知見やシステム化・事業化について大学，研究機
関，民間企業の多くの専門家に執筆を依頼し，現状における気象データと再生可能エネルギー，電力・エネ
ルギー分野との研究開発状況について記載することとした．執筆者の構成は気象を専門とする事業者や研究
者のほか，本書の後半では電力・エネルギー分野の専門家から気象データの活用，気象分野への期待，要望
にかかる内容を記載頂いている．
　第 1章では太陽光発電分野について，第 2， 3章では風力発電分野における気象技術の活用，最近の研究
事例を国内外の事例を含めて報告している．第 4章では地中熱・小水力分野における気象技術の関わりにつ
いて述べられている．一方，再生可能エネルギーにより電力の供給がなされると同時に，それを消費する需
要家側の研究も重要であり，第 5章では電力需要をキーワードに記載されている．さらに，第 6章では，再
生可能エネルギーに関する研究・開発成果を実際に社会実装した幾つかの事例を紹介する．最後に，気象
データを電力システムにおいて活用するにはどのような方法があるか，電力需給シミュレーションや電力市
場取引における活用も期待される．気象分野と他の分野との連携研究には，データプラットフォームやシ
ミュレーションを共有できる実験システムも必要になってくる．これについては第 7章で議論されている．
本稿は，各章毎に比較的テーマがまとまっているので，読者の関心の高いところから読み進めて頂くことが
できる．
　気象データは天気予報，防災情報としての価値に加えて，再生可能エネルギー，電力・エネルギー分野に
おける有効性の確認と新たな価値の発見を感じて頂ければ幸いである．
 （「まえがき」より）
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